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論文概要

　著者らは
，　「阪神 ・ 淡路大震災の復旧 ・ 復興支援の ための研究者連絡会｛略称

KOBEnet】」とい う自主組織 を結成 し
， 震災関連の学術情報の収集 ・ 発信， 学

術ボ ラ ンテ ィ ア 支援， 外国研 究者の 対応な どに当たっ て きた ． こ れまでに 2 回

の連絡集会（東京 と京都 で｝を開催 し
， 日本建築学会 ， 土木学会 ， 日本都市計画

学会な ど， 関係する 10学会の震災関連の 情報をカバ ー して い る，日本全国の 研

究者連絡網の構築も進 めて い る ． 今後も起こ る であ ろう災害に おい て ， その被

害を最小限に食い 止 め るた めに ， この種 の グル ープの活動記録は ， 問題点も含

め てその 全 てを正確に記録 して お くこ とが重要で ある．本報告で は ． KOBEnet
の 活動と活動 を通 して得られた参加者の感想や問題点 を整理 し発表する．

　また ， 東京大学生産技術研究所国際災害軽減工 学研究セ ン タ
ーが構築 を進め

てい る国 内外 の 災害関係機関 と関係者の ネッ トワーク 「tNCEDE 　NetWork」を

紹介 し、 阪神 ・淡路大震災後の INCEDENetwork を通 した海外か らの反応を報

告す る．
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有事に役立つ 「研究者ネ ッ トワ
ー

ク」酘立をめざ して一KOBEnet活勸の配録・

東京大学　生産技術研究所　　正会員　O 目黒　公郎　　山崎　文雄

　　　　　　ρ 　　　　　　　 ・ 　　 中埜 　良昭 　　片山　恒雄

1．は じめに

　著者 らは，　「阪神 ・淡路 大震災 の復旧 ・
復興支援の ための研 究者連絡 会｛絡称KQBEnet〕」 とい う自主 組織（代 表 ：岡

田恒男，副代表 ：片 山恒雄，幹事長 ：山崎文 雄）を東京大学生 産技術研究 所似 下 生産研）内 に結成 し，震災関連の 学術

情報の 収集と発偲，学術ボラ ン テ ィ ア 支援 ， 外国研究者へ の対応などに 当た っ て きた．これ まで に 2 回の 連絡集会

（東京 と京都で ）を鬪催 し
，

土木学会，日本建築学会 ， 日本地震学 会 ， 日本都市計画学会な ど
， 関係する 10学会の 展災

関連 の 情報 を カバーす る とと もに，日本全 国の 研究考運 絡 網の 搆築 も進 めてい る．今後 も起 こ るで あ ろ う災害に おい

て ， その 被害を最小限に食い 止めるために，
この 種の グル

ープの 活勧記録は，問題点も含め て，その 全て を正確に 記

録 してお くこ とが重要である．本報告で は ， KOBEnet の活動 と，活動を通して得られ た参加者の感想や問題点を整理

す る．

2．κOBEnetの 発足

　阪神
・
淡路大震災は． 地 震工学

・
都市防災の 研究者に とっ て も大 きな シ ョ ッ クであ っ た，い ろい ろ な反省の もとに

「今， 研究者 と して具 体的に何 がで きる か，何をすべ きか亅 と考えて思い 立っ たの がKOBEnetで ある．適切で 迅速な

情報交換 と支援活動の ための ，「ヒ ュ
ーマ ン ・ネ ッ トワ

ー
ク」 を構築する こ とが，最 も大きな貢献 となる の で は ない

か と考えた．そ の 第一歩として，東大生産研 内に 有志 に よるボ ラン テ ィ アの 運紐 会を組織する こ とに し，教授 4人，

助教授 6人，講em　！人 ， 助 手 8人 ， 秘轡3人 に股立 メ ン バ ーとな っ て もらっ た．まず事務 局 を開股 して t 電話 ，
コ

ピー機 ，
フ ァ ッ クス などを置き， 常駐者 として 大学院学生踏君 に も協力を求めた．次 に，一

般に櫚報 を公 開する展 示

室 を開設 し，収 集 した資料， 報告書，雑誌，薪聞，ビ デオ，地図，写真な ど を一箇 所 に集めた ，また コ ピー機も置い

て，セ ル フサービス で 自由にコ ピーを取れ る よ うに した（写真 1｝，こ の 資料展 示 室の 開設 に 当っ て は
， 事前に見て

回 っ た京都大学防災研究所似 下防災研）や 神戸大学土木系教壑の震災ク リア リン グ ハ ウス が大い に参考に な っ た．入

口 に ノ
ートを置 き．訪問者には氏 名 と所 嘱 を盟入 して もらっ た．配入漏れ も多い の で 正確な数は把握 して い ない が，

ノ ーFか ら見 る 5 月下 旬まで の 訪問者は図1の 通 bで ある．地震 後 4 週 冏目か ら本 格 的 な展 示 を闘始 したがt 訪問 者

数の 推移を見 る と， 地震後4〜9迦問と，10〜15遍冏に 2 つ の 山が あり，5 月の 連休明けか ら 3 つ め の 山に向か っ て い

るよ うに見える，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 45
3．κ◎BEnetの活動

3⊥W W 　　　
40

　具 体的な活動項目と して 最　　 3S

初 に 掲げた の は，学会や 他の 　勲 30

組織 との 情級交換お よ び メ ン　聴 25
バ ー

へ の 情報伝達，イ ン ター
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　鍵 ZO
ネ ッ トを通 じた震災情報の 発

信などで ある ．国内向けの 情　爲 15

報発信 の 手段として は
， 学会　　 10

（日本建築学会．土木学会．B　　 5

本都市計画学会，日本地震学
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　0
会，地域安全学会，地理情報

シ ス テ ム 学 会，写真測量学

会 ， 土 質工 学 会，日本機械学

会，日本自然災害学会．震災

予 防協会な ど｝，研究機関，地

り
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図 1KOBEn6t資料展示蜜 の 訪間者数の 推移

域などの 技術情報を集約 した 「KOBEnet通僧』を発行する こ とに した．逗絡網 は，全国を地域 や研究機関種別に 分

け，KOBEnet東京か らの 直接発 送は約60箇所 に 集約 し，こ れ を受けた連絡担当者が 地域内や 機闃内に 再肪 する とい

う形式 とした．5月 2D日時点で 「KOBEnet 通信」はNo ．5まで 発行 し，少なくとも千人くらい の 目 に留 まる よ うに なっ

てい る．フ 7 ッ クス を2回通す と字が貌めない とい う苦情に対応 し， 第 1段の連絡係としては
， で きる限 り冠子 メー

ル の使える方をお願い した．KOBErretの 連 絡網は組 職単位で まとめ てい るが，メン バーや活動自体は全て個人単位 と

考 えて い る．
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　　　　 写翼 lKOBEnefi 料展示室の 様子　　　　　　 写 真 2 海 外 か らの 調査団との ブ リーフ ィ ン グの様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （イ タ リア跼査団 ）

　KOBEnctの 連 絡集会は．2月 16日1：ts　1 回 を東京 で 關催 した．東京周辺 の 大学や企 業の研究者 を中心と して 約130人
が 集まり．北 海道，東北，北 陸，東海，関西，中国，九州の 代表的な方に も参加 して 意見を述べ て もらっ た．こ の 集

会で KOBEttetが日本お よび海外もカバ ーする研究者の 震災情報ネ ッ トワ
ー

ク となる こ とが夢で ある こ とを述べ た．し

か し，全国の 足並みがそう簡単 に揃うと も考 えられな い の で，生産研で こ れまで行っ てい た活動 を 「KOBEnet東京亅
す なわ ちKOBEnel の東京支部 と位 置づ け る こ とに した．全国の各地 域で 同様 の組 織 が で きれ ば，兄弟ネ ッ トワーク と

して 輪 を広げて い きたい ．2 回 目の 全 国連 絡集 会 は，3月3旧 に京都で 開催 され，全国 よ り65人が参加した．社会科
学 も含め た様々 な学会 や研 究者の 活動，全国各地域で の 支援活動 に つ い て の 報告が なされ，こ の よ うな情報ネ ッ ト

ワークの 必 要性 につ い て活発 に 酎論が行 われ た．

eqKQS 　 の 　　ボ S ン
ー
　ア

’
　　 KOBEnet 東京の 活動 と して 垂要 なの が，他で 主体的に 行わ て い る技術 ボ ラ

ン テ ィ ア活動の 支援で ある ．当初 ． 具体的な プロ ジ ェ ク トとして掲げたのは ， 建築巡 回相談員の ボ ラン テ ィ ア活動，
災害地理情報 データベ ース の 惚築，地震動 データ ベ ース の構築の 3 つ であっ た．建築巡回相談員 の活動は，KOBEnet
東京の代表で もある岡 田恒男教授が委 員畏 とな り，建築関係の 主要 14団体 で組織 された 「兵庫県南部 地震被災度判定
支援会 議」が 行っ た もの で ある．ユ月28日か ら3週 問に わ た り，延ぺ 4539人が 参 加 して，26。196件 の 被災建物の 応急

危険度判定の 相談 に応 じた．こ の ほかの 建築閲係の ボ ラン テ ィ ア活 動 と して は。芦屋市の 依頼 を受け，3月中旬に家
屋被 害 判定検討 委員 会｛委員 長 ：中埜良昭》を設 け，218棟の RC 造共同住宅 と木造住宅の被 害再嬲査を行 e た．

　災 害地理情 報 データベ ー
ス の 構築は，い ろ い ろ な組 織の 人達が 同時に活動を開始 して ， 最も統合が 難 しい プロ ジェ

ク トで あ る．KOBEnet 東京で は ．京大防災研 な ど と協力 して，震 災に 関遮 し て GIS 利 用 の 活動を始め て い た 公 的機関

に．連 絡会の 開催 を呼 びか け た．こ れ に は，防災研と生産研 の ほ か．奈良大学，地 理櫃報 シ ス テ ム （GIS）学会 ， 写真
測蠱学会、国土地理院 建 築研究所，NHK な どの 関係者が集まっ た．2 回の連 絡会の 結論として ， 相互 の 情報交換
は 密 に保 ち

，
GISの 基図 は 共 通 の もの を使う，今後．話し合 い の 場をGlS学会に移 し，ワ

ー
クシ ョ ッ プなど才一プ ン

な場 で 議 論す る こ とな どが決っ た、こ れ に 関連 して，KOBEnet東京で は デ ジタル基図 とGIS ソ フ トの 無償提供も行 っ

て い る．

　地震動データ ベ ース の 構築に 関 して は，関西地震観測研究協議会（土 岐憲 三代 表）が 最も適切 な組 織 と思 わ れ るが，
完全 な一

本化 は難 しい ．KOBEne 凍 京で は，自前の データを持 っ て い ない ため。各観測機関 の デ ータ公 開 の 状 況 を

KOBEne 匡通僭を通 して 広報する こ とに した．気象庁の87型強震計 に よる神戸 ・大阪など 7 地点の 加速度波形 につ い て

は
， 日本気象協会を通 じて 7 ロ ッ ピーで 公開され てい るが，入手 が 困難な地域や外国の 研究者の ため に，気象庁 の許

可 を得 て非営利 目的の場 合 に 限 り、KOBEnet 東京 か ら亀子メール に よ る送付サービ ス を行 っ てい る．こ れ まで に海外
の 23機関 を含 め て 60の研究機関に 配布 した ．

　また学内に 学生ボラ ン テ ィ ア募集 の 案 内を掲示 し，申し込み の あっ た掌生 を神戸大学 な どの 都市 趾画や 避難所隅査
の ボ ラ ン テ ィ ア 活勸 に 派遣 した．
p，a＿2HikQwti 海外の 研 究者 へ の 対応 は 当初 よ り掲げた 重要事項で あ る．　KOBErtetjl！京で は生 産研 附煽の 国瞭
災害軽減工 学研究セ ン ターONCEDE ）と協力 して 対 応に 当 た っ たが，地震直後か らKOBEnet 東京の 各 メ ン バ ーには ，

それぞ れ数の 違 い はあ る もの の 世界中の 研 究者か らお見 舞や 問い 合わ せ が あ っ た，R・ICEDE に も国内外の 様々 な研究
機関，研 究者．マ ス コ ミ等 か らの 問い 合 わせ や 連絡が相次い で 寄せ られ た．ユ 日数十件に及ぶ国内の研究機関や マ ス
コ ミ な どへ の 対 応 や．海外 か らで も電話に よ る対 応 は あ ま りに 数が膨大で実態が掘握で きて い ない の で ，INCEDE の

人材ネッ トワ
ー

ク 「lr“CEDE 　NetweTk亅 を通 して寄 せ られ た海外か らの 手紙とFAX につ い て ， その数と内容を示す
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と，そ れぞ れ 図2 と図 3の よ うに

な る．これ らは，　「阪神 ・淡路

大震災」に 関す る もの に 限 っ て

目黒が管理 した 分 の 情報で あ

り， tNCEDE全体 と して は 多少
．

の 漏れが ある，図2か らもb か る

ように1NCEDB に は 地 震の 直後

か ら2月末まで に，世界の 37の

国 と国際機関か ら96通の 手紙 と

FAX が届い た．図3の 内容内駅の

グ ラ フからは，地震 の 直後の お

見舞の 便 bから始ま o て
， 時間

の 経過 と共に 被害調査協力依頼

や 情 報 瞭求 が 増 え，や が て

ニ ュ
ース レ ターの 綱求と提供へ

の お礼 が増えるとい うよ うに ，

その 内容が変化 して い くよ うす

が見 られ る，こ の よ うに大皿 の

問 い 合 わせ が 各々 の 研究者 に 寄

せ ら れ，それ を個田に対応す る

こ とは非常に効率が 悪い し，実

際問題 と して 不可 能で あ る ．

KOBEnetを発足 させ た理由の 1

つ が こ こ にあ る．

　 こ れ まで 海外 で 地 震 が あ る

と
， 日本から数多 くの 研究者が

現地蜩査に行き，場合 に よっ て

は 「蜩査公害」と も曾 われ て き

た．今回立場 が 逆転 し たが，諸

外国からはか なり非常識 と も思

わ れ る要磆もあo て 閉口 した．
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　 図 2阪神・淡路大震災に閑してINCEDEに届い た海外か らの手紙 とFaxの 数
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ロ A ：お見知

oB ：恫嬢鵠求

目 C ：Newsletter　SU求

囗 D ：檢害調査協力依輌

圜 E ：罰演依頼

口 F ：Newsletterへ の お礼

四 G ：構紐提供へ の おIL

団 H ：その 他

図 31NCEDE に届い た海外か らの 手紙とFaxの 内容

　　　　　　　　　　　　　 「ホ テ ル ・飛行機 ・列車の 予約．ビザ の 申請，被 災地の 案 内，被 災栂造物へ の 立 ち入

り許可 申讃，行政へ の 槝渡 し．イ ン タ ビュ
ー
用の 被災者の 斡旋，鯛査旅行の 費用請求など亅我々 も十分配感すべ きで

ある．

　海外へ の 情報提供 と して は ， INCEDE と協力 して
，
　 INCEDENewsletterSpecial　lsssue（1月末に 発行｝を全世界120力

国以上の 約4
，
500の 機関と関係者に 配布 した．さらに イ ン タ

ーネ ッ トを闘股 し，Ir“CEDE とKOBEnet の 持つ 情報を発信

した．また海外か らの 地震被害髑査団を受け入れ，収集 した情報の 蝿 供 とブ リー
フ ィ ン グ を行っ て い る（写真 2）．外

国調査団の 受け入 れ に際 して は，被災地 の 復旧活動の 妨げにな る こ とを極力避け るため に，被災地で は破害を見る だ

けに して，情報収集の 大半は東京などで行 っ て もらうように心掛けた．こ れ まで にKOBEnet東京を訪 れた海外の 調査

団は， フラン ス 公式調査団，ス イス 調査団， 韓国航空大学校，米国ス タ ン プ t 一ド大学，イス ラエ ル嬲査団，中国国

家地震局，フ ィ リピン公式稠査団，台湾隅査団，シ ン ガポール 公 式鯛査 団，イ タ リア 政府公式調査団，ロ シ ア 鯛査

団，ク ロ ア チ ア 調査 団，ニ ュ
ージーラ ン ドwaff団 な ど，10数 ヶ 國 100人 を越えてい る．　KOBEnet東京で は，状況に 応

じて体 制 を整 え，相 手 國の 要望に答 え られ る よう努力 してい る．

　海外に対 す る今後の 情報発信 は，基 本的に はイ ン ターネッ トを使い たい と考 えて い る．しか し現状 で は．日本 で も

爽質的なイ ン タ
ーネ ッ トの 普及率は それ ほ ど高 くない し，海外で も米国を別格 とす れ ば，まだ まだ こ れ からで あ る．

した が o て
， 今後 と も情報発信は 柔軟な対応 をせ ざ る を得ない と考え て い る．

一 一 動　日本の他の 地 域で も研究 者の 集 ま りを作る勤 きが活発化 して い る．東海地 域

で は，名古屋大学の 福和伸夫助教授が事務局 となっ て，KOBEnet 名古屋が始動 した．　 KOBErret 名古屋 は，電子メール

に よる悄報伝達 を継続的に実施する と ともに ， ク リア リ ングハ ウス を開設 して 被魯報告笹 な どの 情報を展示 して い

る．中国地域で も， 広島， 山口 ， 鳥取などの 研究者 ・技術者に よる KOBEtietOP国が 組織され ， 第 1回連 絡集会が 3月

25日に 広島で 開催された．その 他の 地域に つ い て は
， 北海道， 東北 ， 北陸などは

， もともと科研やそ の 他の 地震防災
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に関する研究者の 集まりが あり，それ をKOBEnetus 網の ベ ース に して もらっ た．四 国地域は 災害研究者が少なく，

これ まで 研究者の 集まりもなか っ たた め
， 今回急遽連絡網を作っ て 頂い た．関西 に つ い て も，京都大学や神戸大学を

は じめ と して，多くの方々 に ご協力頂い てい る．しか し関西は被災地その もの で もあり，無理にネッ トワーク を作 る

ようなお願い はせ ず，KOBEne 【通倡の 連縮網 をと りあえずつ くっ て 頂くとと もに ， 科研や学会活動などを通 じて連絡

を密 に とる よ うに して い る．

4．有事に役立 つ 研究 者ネ ッ ト

ー 　　　　　　⊥　こ れ まで も学 会単位 として，あ るい は共通の 研究 テ
ー

マ を持つ 研究者が ，科研 費

の 申鯖などで グループ を作 っ て 活勧す るこ とはあっ た．しか しこ れらの 活動 は有事を念頭に置 くような もの で はな

く，災害時の 活用 を期待で きる もの で はなか っ た．阪神 ・淡路大震災の発生直後か ら今日まで，研究者は様々 な立場

で ，自治体，学会．諸 団体 な どの 復 旧 ・復興 に 闃連す る活 動 に 携わ っ て きた．しか し，余りに 多くの 活動が ほ ぼ 1司時

（：ス タートしたため，自分 の 閲 連す る組織や人以外の活動 は，充分 把握で きて い ない ．また関逗する 学会が 多くある

ため，全体がつ かみ に くい の に加え，学会内で も細分化が進み，大きな学会で は 内部の情報 も疎通しに くくなっ た．
霰災地の 関 西で は，被害の様相が余りに多岐に わた り，研 究者自らが 何らか の 当事者で あるため，ますます全体の動

きが捉えに くくな っ て い る．様 々 な復興事業が 本格化する なかで ，適切な学術情報の 伝達 は重要度を増 し， 全国各地

で 始 まろ うと して い る地震 防災対策の 見直 しに は，地域の 研究者の 学会横断的なつ なが りが不 可欠である．また 国内

は もと よ り，海外に も震災跼迎 の 学術情報を流すこ とは 日本の 使命で もある．こ れ ら を実施するため に は，研究者の

ネッ トワ
ー

クが 必 要 で あ る．

　　　　　　二　 口　 ’　 か　　今pmKOBEnetの 活動を含め て一番強 く感 じた こ とは，災害関係者や 関連機関に よ る

「人材ネッ トワ
ー

ク」の 重要性 と，その 機能的運嘗が災書軽減や被災地支援 の ため に不可 欠なこ とで ある．その ため

に は
， 事前（日頃か ら｝の 充稟した 「人材ネッ トワ

ーク」づ くりとそ の 適切な活用法の 検肘が求め られる．まず学会や

行R に おける縦割りの 弊 害を軽 減 し，国内 お よび 海外 との災害関連 の 学術情報交換 を円滑に 行うこ と．次に 地域 ブ

ロ ッ ク における災 害情報活動 を支援 し，地域 に即 した地 震時緊急情報を管理運用する シ ス テ ム の提案 と趨織化など
，

阪神 ・淡路大震災の 反省を込め た研 究者サ イ ドか らの 提案の 場 を，既存の適 当 な組 織を利用す るに しろ 新 し く纖 を

興こすに しろ ，早期に 作 っ て い くこ とで ある．

　 日本国内どこ で も起 こ りうる地震災書 に対して，我々 は密な連籍 綱 と地震が どこ に発生 して もすぐに組織 を立ち上

げ られ る だ けの シ ス テ ム を持 っ て お く必 要が あ る．また災害に 関す る情報公開の 重要性を多 くの 人々 に理解 して もら

い ．積極的 に公 開 して い け る環境を整備 し て い か なくて はなら ない ．その ため には データを収集 し提供 した人へ の正

当な評価 と，そ れ らの デ
ータ を利用 する際の ル

ー
ル づ くりが 霊要で ある．

5．KOBEnetの 活動 を通 して

　KOBEnPt で は会の 発足 以 来毎 日，朝le時半か ら と夕方 6時 か らミーテ ィ ン グ を行っ て 活動の 打ち合 わせ を行っ て き

た．毎日行われ る朝夕 2回の ミーテ ィ ン グはかなりの 負担で ある．KOBEnct の 活動 に よる 日常渠務の 停滞，参加者の

理解の 程度や熱慂の 差など，ボ ラン テ ィ アモ ードで活 動す る こ との難 しさがい ろ い ろ と浮か び上が っ て きた．また今

後の 長期的な活動をどう進める かも　KOBEtrerの課題になっ てい る．　KOBEnet は い わ ば同好会で あるの で 自由で 動きや

す い 反 面，経済的な基盤 がな く，連絡集会をや る の も容易で は ない ．予算の 措置も考えな くて はい けない ．KOBErbet
と して や りた い 活 動 は 沢 山あ る。しか し，限られたマ ン パ ワ

ーと時聞の 中で 如何 に効率良 く具体化 す るか は難 しい 問

題で ある．途中で 余裕が なくなっ て滞 っ たもの も幾つ か ある．収集 した資料 の デ
ー

タベ ース 化や ネッ トワークの メ イ

ン テ ナ ンス などは大変な作業で あ る，最後に KOBEnetl：参加 した 人達 か らの 生 の 声を順不同で 紹介 して お く．
「災魯か らの復 旧 と復 興確蛇災者）を弟「亅と する燈報の収槧 と共膚「化猷 切丿　厂地域 5：よる 情報の樒差 を無くしτ欲 しい 」　［次に は

どζで発生する か わか らない 災書 に対 して，全国的に す ぐに立 ち上がれる組 織 と遍絡網 の保持，相互 支接体衂の鑓保が置要，特
に蘭策 にそ れな りの親僕 の殻喜齪 が発生 した場合の 準餌J　f研兜者が庄民 サイ ドの意見を知る手段 itない 6 の か ？」　厂傭報の

公 囲 を速 や か に」 爬 の 活励 を継蕊 して 欲 しい丿 r普段 接する こ との な い 分 野 の研究 者 と意見交 換 が で きて 有意濃 ∫ 隣 書増支
N 活nl 二参加 してた い へ んftPtateetを し創 腋 害調査．資料管理 を統一tSt：で きな い ものか丿 「次の災害 に向けてκOBEtiet
の 活勧 は罠い と ころ も悪 い とこ ろ も記鐐 としで残すべ き丿 厂ポ ラ ン テ ィ アグル ー

プ で は，各人が自由癰思で翻 してい る点を相
互 に配慮すべ き．皆がい い 気分で 参加 で きる雰囲気づ ぐウが酬 　f鵁窃 の

一
貫 と して い る活励 をボ ラ ンテ ィ ア と呼 ぶ のit不遭

切丿　fデ ー
タ提供者を明確 に しで 窓口 を統一

しで 欲 し い J　fm糴 を持 つ 人 ltど しど し擶綴を鰍 しで 6らい た い 丿　f今後の活 勲

をど う進 め るか考 え て い きた い丿　r行政 をどう取 ウ込む かが 重要ノ　厂傭鞍公 認 のた め の ルール づ 《 りと プロ モ ーシ ョ ンが弐切tny
に民 周企 梁に対 しで”　r活動 はあ くま で オープンな形 で丿　「予＃ua を考えない と息切れが する丿　「

一
部の 人遅に おん ぷナる の

？itrtめ∫ f社会科学の 人冏を もっ と粟めるべ き」　f学会姆 ・研究分野膚 ・増域聞での 協力 が 大凱ノ r蒲報交換が詮会的なカ に

なるまで高まっ でい ぐよ うなマ ネージメ ン トを療む丿　∫い ろ い ろ な周題 を学原齣な立 好で 酎露 で きる環境 を超供 しで欲 しいU　厂具

体的 な施策 が児 えないノ

一 319一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


